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平和を、仕事にする。 
陸海空自衛官募集  

トップニュース 

募
集
課
業
務
記
事 

 採用予定月の１日現在、１８歳以上３３歳未満の男子（女子） 

 ただし、３２歳の者にあっては、採用予定月の１日から起算して 
３月に達する日の翌月の末日現在、３３歳に達していない者に限る。 
※詳細につきましては、次頁に記載しています各事務所等へお問い合わせ下さい。 
  

（変更前） 
 採用予定月の１日現在、１８歳以上２７歳未満の男子（女子） 

募集に関するお知らせ 援護に関するお知らせ 

平成３０年１０月１日から、予備自衛官及び即応予備自衛官採用年齢 
(陸、海、空士(即応予備自衛官は陸士))が以下のとおり変更されました。 

採
用
年
齢 

退職時 
階 級 

士長 １士 ２士 

改正前 ３７歳未満 

改正後 ５５歳未満 

○予備自衛官 

採
用
年
齢 

退職時 
階 級 

士長 １士 

改正前 ３２歳未満 

改正後 ５０歳未満 

○即応予備自衛官 

平成３０年１０月１日から、自衛官候補生応募資格が以下のとおり変更されました。 

副局長 

危機管理・ 
報道局長 

地
方
自
治
体
に
対
し
て
募
集
協
力
を
依
頼
（募
集
課
） 

佐賀県の山下危機管理・報道局長（右手前）に対
して防衛大臣からの文書及び趣旨を説明 

総務部長 

峰唐津市長（中央）に対して、募集対象者情報の 
紙媒体等での提供や募集広報行事への協力を依頼 

 

6
月
8
日
（
土
）
唐
津
市
民
会

館
に
お
い
て
西
部
方
面
音
楽
隊
に

よ
る
巡
回
演
奏
会
が
実
施
さ
れ
た
。

誰
も
が
知
る
有
名
曲
の
大
迫
力
の

演
奏
の
中
、
武
雄
所
松
岡
１
曹
と

の
コ
ラ
ボ
が
あ
っ
た
。
松
岡
１
曹

は
、
美
空
ひ
ば
り
を
堂
々
と
歌
い

上
げ
、
来
場
者
約
１
１
０
０
名
の

会
場
は
、
大
声
援
に
包
ま
れ
、
鳴

り
止
ま
な
い
ア
ン
コ
ー
ル
と
と
も

に
幕
を
閉
じ
た
。
来
場
者
か
ら
は
、

「
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
唐
津

で
計
画
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
任
務
は
大
変

で
し
ょ
う
が
頑
張
っ
て
下
さ

い
。
」
等
々
、
多
数
の
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
頂
い
た
。 

 

７
月
12
日
（
金
）
～
14
日

（
日
）
唐
津
東
港
で
護
衛
艦
「
せ

ん
だ
い
」
の
特
別
公
開
及
び
一
般

公
開
を
行
っ
た
。
12
日
に
は
唐
津

東
港
に
て
入
港
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

及
び
特
別
航
海
を
行
っ
た
。
13
日

の
一
般
公
開
は
、
生
憎
の
雨
と
な

り
乗
艦
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
会

場
に
は
雨
の
中
多
数
の
人
が
訪
れ
、

速
射
砲
の
動
作
展
示
等
を
見
学
し

て
い
た
。
14
日
に
は
、
開
始
時
間

は
遅
れ
た
も
の
の
、
天
候
が
回
復

し
、
一
般
公
開
が
で
き
、
海
の

カ
ー
ニ
バ
ル
メ
イ
ン
会
場
か
ら
離

れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
約
２

１
０
０
名
の
来
場
者
が
訪
れ
た
。 

  
 

 

佐
賀
地
本
は
６
月
下
旬
、
来

た
る
７
月
１
日
（
月
）
の
募
集

解
禁
を
前
に
内
和
田
副
本
部
長

が
各
所
を
訪
問
し
激
励
し
た
。

各
所
に
つ
い
て
は
、
募
集
解
禁

に
向
け
着
々
と
準
備
、
広
報
官

は
一
人
約
４
０
０
戸
も
の
募
集

対
象
者
宅
を
訪
問
す
る
予
定
で
、

バ
タ
バ
タ
と
準
備
に
励
ん
だ
。

戸
別
訪
問
の
許
可
申
請
や
、
配

り
歩
く
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
準
備

を
万
全
に
し
、
入
隊
予
定
者 

各所激励の様子 

獲
得
の
た
め
家
族
会
や
募
集

相
談
員
と
綿
密
に
連
携
を
と

り
汗
を
流
す
。 

今
年
の
統
一
試
験
は
９
月
21

日
（
土
）
に
佐
賀
県
内
で
は

５
箇
所
の
会
場
（
唐
津
は
商

工
会
館
、
伊
万
里
は
商
工
会

館
、
江
北
は
ネ
イ
ブ
ル
江
北
、

鳥
栖
は
サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖
、

佐
賀
は
佐
賀
大
学
）
で
一
斉

に
実
施
予
定
で
あ
る
。 

 

総
務
課
は
、
６
月
28
日
（
水
）

に
本
松
方
面
総
監
を
迎
え
、
茶
が

ゆ
会
を
実
施
し
た
。 

 

番
匠
総
監
参
加
以
来
の
総
監
参

加
に
、
緊
張
感
が
増
す
中
、
地
本

総
員
で
準
備
し
、
万
全
の
体
制
で

総
監
を
お
迎
え
し
た
。
40
分
に
わ

た
る
講
話
で
は
、
参
加
さ
れ
た
茶

が
ゆ
会
メ
ン
バ
ー
の
方
々
も
熱
心

に
傾
聴
さ
れ
て
い
た
。 

 

 

茶
が
ゆ
会
終
了
後
、
初
度
視

察
を
受
察
し
、
地
本
の
現
状
及

び
問
題
点
を
確
認
し
て
い
た
だ

い
た
。 

 
巡
視
後
に
は
、
正
面
玄
関
前

に
お
い
て
地
本
部
員
と
の
記
念

撮
影
及
び
伝
説
の
広
報
官
で
あ

る
最
先
任
上
級
曹
長
松
尾
准
尉
、

吉
田
准
尉
の
発
声
に
よ
り
「
勝

鬨
」
を
実
施
し
、
本
松
総
監
か

ら
の
激
励
を
頂
き
、
終
了
し
た
。 

 

佐
賀
地
方
協
力
本
部
は
、
６

月
13
日
（
木
）
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
佐
賀
で
実
施
さ
れ
た

「
令
和
元
年
度
佐
賀
県
自
衛
隊

退
職
者
就
職
援
護
協
議
会
定
期

総
会
」
を
支
援
し
た
。 

 

同
協
議
会
は
、
退
職
し
た
自

衛
官
を
佐
賀
県
で
雇
用
し
て
い

る
企
業
等
（
１
３
８
社
）
で
構

成
さ
れ
る
団
体
で
、
日
頃
か
ら

就
職
援
護
に
関
し
て
連
携
し
て

い
る
。
定
期
総
会
に
お
い
て
本

部
長
は
、
日
頃
の
同
協
議
会
に

対
す
る
ご
支
援
・
ご
協
力
に
謝

辞
を
述
べ
る
と
と
も
に
「
自
衛

官
募
集
年
齢
及
び
定
年
引
上
げ

に
伴
う
雇
用
対
象
者
の
減
少
へ

の
理
解
と
引
き
続
き
の
雇
用
促

進
」
を
お
願
い
し
た
。 

 

総
会
後
は
、
来
賓
で
あ
る
佐

世
保
地
方
総
監
菊
地
聡
海
将
に

よ
る
「
今
後
の
海
上
自
衛
隊
の

方
向
性
と
課
題
」
と
題
し
た
防

衛
講
話
に
よ
り
、
我
が
国
の
安 

全
保
障
環
境
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
い
た
。 

 

防
衛
講
話
終
了
後
、
懇
親
会
を 

実
施
し
、
同
協
議
会
と
防
衛
省
・ 

自
衛
隊
と
の
親
睦
を
更
に
深
め
、

総
会
は
、
盛
会
に
終
了
し
た
。 

定期総会での本部長挨拶 

菊地聡海将による防衛講話 懇親会での副会長挨拶 

唐津市長 

令
和
元
年
度
佐
賀
県
自
衛
隊
退
職
者 

就
職
援
護
協
議
会
定
期
総
会
（援
護
課
） 

本
松
方
面
総
監
初
度
視
察
受
察
（総
務
課
） 

佐
賀
地
本
募
集
解
禁 

海
の
カ
ー
ニ
バ
ルin

唐
津 

巡
回
演
奏
会in

唐
津 

本松総監参加の茶がゆ会の様子 

本松総監と地本部員で勝鬨 

本
部
長
は
５
月
、
佐
賀
県
庁
の
危

機
管
理
・
報
道
局
長
及
び
県
内
全

市
町
の
首
長
に
対
し
て
、
防
衛
大

臣
及
び
地
方
協
力
本
部
長
か
ら
の

自
衛
官
募
集
等
の
推
進
に
関
す
る

依
頼
文
書
を
手
交
し
た
。 

 

本
文
書
は
、
自
衛
隊
法
第
９
７

条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
自
衛
官
等

募
集
に
関
す
る
法
定
受
諾
事
務
の

実
施
を
改
め
て
依
頼
す
る
も
の
で
、

募
集
対
象
者
情
報
の
紙
媒
体
等
で

の
提
供
や
、
募
集
広
報
へ
の
協
力

依
頼
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

自
治
体
に
対
し
て
、
依
頼
の
背

景
・
趣
旨
や
、
法
的
根
拠
を
丁

寧
に
説
明
し
た
。
特
に
募
集
対

象
者
情
報
の
紙
媒
体
等
で
の
提

供
に
つ
い
て
は
、
県
内
８
割
の

自
治
体
か
ら
積
極
的
な
協
力
を

得
る
こ
と
が
出
来
た
。 

 

そ
の
結
果
、
従
来
、
広
報
官

が
住
民
基
本
台
帳
を
一
件
ず
つ

書
き
写
し
て
い
た
事
務
的
作
業

が
大
幅
に
軽
減
さ
れ
、
佐
賀
地

方
協
力
本
部
の
募
集
活
動
に
大

き
く
寄
与
す
る
も
の
と
な
っ
た
。 



 

唐
津
出
張
所
に
お
い
て
、 

うも 

 
 
 
【お知らせ】 
 ９月１４日（土）鳥栖市民文化会館において陸上自衛隊西部方面音楽隊による 
ふれあいコンサートinトス２０１９が行われます。 
入場には、整理券が必要です。お問い合わせは 
目達原駐屯地広報室 電話 ０９５２－５２－２１６１  
にお問い合わせください。 
【お知らせ】～記念行事のご案内～ 
 ９月１５日（日）陸自 小郡駐屯地  （０９４２－７２－３１６１） 
 ９月２１日（土）空自 高良台分屯基地（０９４２－２１－７４００） 
１０月 ５日（土）陸自 久留米駐屯地 （０９４２－４３－５３９１） 
１０月 ６日（日）陸自 目達原駐屯地 （０９５２－５２－２１６１） 
【お知らせ】 
 佐賀地本は、「持続可能な開発目標」（ＳＤＧｓ）に参加しています。 
 
 

「佐賀県内の１０市１０町と自衛隊との 
 連携強化」に向けた取り組みです。 
  空高く舞い上がるように、佐賀地本は 
 活動して参ります。 

鳥
栖 
唐
津 

佐
賀 

採 用 案 内 

武
雄 

イ ベ ン ト 案 内 

 詳細につきましては、最寄りの事務所等へお問い合わせ下さい。 

事務所等 住  所 電話番号 

本  部 
〒８４０－００４７ 
佐賀市与賀町２－１８ 

０９５２－２４－２２９１ 

唐  津  出  張  所 
〒８４７－００８５ 
唐津市和多田本村１－７ 

０９５５－７２－８６９７ 

武雄地域事務所 
〒８４３－００２３ 
武雄市武雄町大字昭和４３－１５ 

０９５４－２３－８３０４ 

鳥栖地域事務所 
〒８４２－００３７ 
鳥栖市本町１－９６２－１ 

０９４２－８３－４０７７ 

佐賀募集案内所 
〒８４０－０８０３ 
佐賀市栄町３－５１ 

０９５２－２５－６７００ 

募集種目 応募資格（学歴・年齢） 受付期間 試験日 

航空学生 

海：１８歳以上２３歳未満の者 
空：１８歳以上２１歳未満の者 

（どちらも高卒者（見込含）又は高専３
年次修了者（見込含）） 

７月１日～ 
９月６日 

１次： ９月１６日 
２次：１０月１５日～２０日 
３次：（海）１１月２２日～１２月１８日 
    （空）１１月１６日～１２月１９日 

一般陸曹候補生 
１８歳以上３３歳未満の者 

（３２歳の者は、採用予定月の末日現
在、３３歳に達していない者） 

①３月１日～ 
５月１５日 
②７月１日～ 
９月６日 

①１次：５月２５日 
  ２次：６月２６日～７月１日 
②１次：９月２０日～２２日 
    ２次：１０月１１日～１６日 
※いずれか１日を指定されます。 

自衛官候補生 

１８歳以上３３歳未満の者 

（３２歳の者は、採用予定月１日から起
算して３月に達する日の翌月の末日現
在、３３歳に達していない者） 
 

年間を通じて行っ
ております。 

受付時にお知らせします。 
 

陸上自衛隊 
高等工科学校生徒 

推薦 

男子で中卒（見込含） 

１７歳未満の成績優秀かつ生徒会活動
等に顕著な実績を修め、学校長が推薦
できる者 

１１月１日～ 
１１月２９日 

２０２０年１月５日・６日 
※いずれか１日を指定されます。 

一般 男子で中卒（見込含）１７歳未満の者 
１１月１日～ 
２０２０年１月６日 

 １次：２０２０年１月１８日 
 ２次：２０２０年１月３１日～２月３日 １０（てん）市１０（てん）町 

プロジェクト開始 

写真の内容を簡潔に記載 

写真の内容を簡潔に記載 

６／２８（火）放送（空自麻生広報官）

７／２（火）放送（陸自川崎広報官）
（臨時：321BS所属）

７／９（火）放送（海自内山広報官）
（臨時：護衛艦こんごう所属）

  

唐
津
出
張
所
は
、
募
集
最
盛

期
を
迎
え
、
６
月
下
旬
～
７
月

上
旬
に
か
け
、
地
域
ラ
ジ
オ

「
Ｆ
Ｍ
唐
津
（
86.
8
Ｍ
ｈ

ｚ
）
」
に
、
所
属
の
陸
・
海
・

空
の
広
報
官(

二
名
は
、
臨
時

勤
務
者)

が
出
演
し
、
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

ラ
ジ
オ
出
演
の
き
っ
か
け
は
、

同
放
送
局
の
代
表
取
締
役
社
長

が
、
唐
津
地
区
防
衛
協
会
理
事

で
あ
る
森
田
淳
氏
で
あ
っ
た
か

ら
で
す
。 

 

森
田
氏
は
、
防
衛
通
で
も
あ

り
、
自
衛
隊
に
対
す
る
思
い
も

深
く
、 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
佐
賀
地
方
協
力
本
部
は
、
６

月
15
日
（
土
）
海
上
自
衛
隊
佐

世
保
地
方
総
監
部
の
支
援
を
受

け
、
護
衛
艦
「
あ
り
あ
け
」
に

よ
り
、
有
田
工
業
高
校
吹
奏
楽

部
学
生
19
名
に
対
し
、
長
崎
県

倉
島
岸
壁
か
ら
佐
世
保
重
工
業

ま
で
の
体
験
航
海
を
行
い
ま
し

た
。 

 

学
生
は
自
衛
隊
の
ラ
ッ
パ
に

興
味
を
示
し
、
吹
い
て
み
た
り
、

艦
長
を
囲
ん
で
記
念
撮
影
す
る

等
終
始
興
味
深
く
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。 

ま
た
、
航
海
を
盛
り
上
げ
る
た

め
艦
内
格
納
庫
内
に
お
い
て
、

こ
の
日
の
為
に
練
習
を
重
ね
て

き
た
軍
艦
マ
ー
チ
を
始
め
、
計

５
曲
を
学
生
が
披
露
し
、
航
海

に
華
を
添
え
ま
し
た
。 

 

今
回
の
艦
艇
広
報
を
通
じ
若

い
方
々
に
自
衛
隊
の
魅
力
を
伝

え
る
こ
と
が
出
来
た
と
確
信
し

ま
し
た
。 

 

鳥
栖
地
域
事
務
所
は
、
７
月

22
日
（
月
）
に
行
わ
れ
た
神
埼

市
防
衛
協
会
定
期
総
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
第
１
部
総
会
の
冒

頭
で
は
、
会
長
で
あ
る
松
本
茂

幸
神
埼
市
長
が
、
「
郷
土
出
身

隊
員
へ
の
激
励
」
及
び
「
自
衛

隊
の
重
要
性
の
認
識
」
等
に
つ

い
て
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、

改
め
て
「
地
域
の
方
々
と
の
繋

が
り
」
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。 

 
 

ま
た
、
第
２
部
防
衛
講
演
会
で
は
、

本
部
長
が
「
防
衛
環
境
変
化
へ
の

適
応
」
と
題
し
、
防
衛
を
語
る
時

の
地
図
と
視
点
及
び
日
本
の
脅
威

並
び
に
宇
宙
・
サ
イ
バ
ー
・
電
子

戦
を
含
め
た
体
制
改
革
等
に
つ
い

て
講
話
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
か
ら
、

「
防
衛
環
境
の
現
状
に
つ
い
て
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
」
等
の

声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

今
後
も
鳥
栖
地
域
事
務
所
は
各

関
係
団
体
と
の
連
携
を
密
に
す
る

と
と
も
に
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。 

   

私
は
、
令
和
元
年
７
月
１
日

（
月
）
か
ら
29
日
（
水
）
ま
で

の
間
、
自
衛
隊
佐
賀
地
方
協
力

本
部
佐
賀
募
集
案
内
所
に
お
い

て
、
臨
時
勤
務
し
ま
し
た
。 
 

勤
務
内
容
は
、
募
集
広
報
で

あ
り
、
学
校
説
明
会
で
生
徒
た

ち
に
対
し
、
自
衛
隊
で
の
勤
務

内
容
や
経
験
談
及
び
入
隊
後
の

利
点
等
に
つ
い
て
説
明
し
、
受

験
意
欲
を
増
進
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
広
報
官
の
方
と
と
も
に
募

集
対
象
者
宅
へ
戸
別
訪
問
し
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
募
集
相
談
員
、
自

衛
隊
家
族
会
員
宅
を
訪
問
し
、 

各
広
報
誌
の
配
布
等
を
行
い
ま

し
た
。 

 
地
本
で
の
勤
務
で
、
得
た
も

の
は
沢
山
あ
り
、
と
て
も
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
だ
っ
た
の
で
、

今
後
、
こ
の
経
験
を
も
と
に
、

部
隊
で
の
広
報
活
動
や
勤
務
に

活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
充
実
し
た
臨
時
勤
務
で
し

た
。 

第
５
護
衛
隊
護
衛
艦
こ
ん
ご
う 

 
 

 
 

海
士
長 

津
野 

潤 
 

「
一
般
の
人
は
、
仕
事
に
命
ま
で

懸
け
な
い
。
」 

「
自
衛
官
は
、
命
を
懸
け
て
職
務

を
遂
行
す
る
。
そ
ん
な
、
国
を
守

る
自
衛
隊
に
対
す
る
協
力
は
全
力

を
も
っ
て
や
り
ま
す
。
」
の
言
葉

を
頂
き
ま
し
た
。 

 

森
田
氏
と
出
演
し
た
各
広
報
官

は
、
リ
ス
ナ
ー
に
国
防
に
つ
い
て

の
崇
高
な
使
命
を
熱
く
語
り
か
け
、

採
用
試
験
の
周
知
を
行
い
ま
し
た
。 

 

併
せ
て
、
７
月
13
日(

土
）
か

ら
14
日
（
日
）
に
か
け
て
行
わ
れ

た
護
衛
艦
「
せ
ん
だ
い
」
の
一
般

公
開
に
つ
い
て
広
報
を
行
い
ま
し

た
。 

体 

験 

航 

海 
佐
賀
地
本
に
臨
時
勤
務
し
て 

神
埼
市
防
衛
協
会
定
期
総
会 

ラ
ジ
オ
放
送
に
て
広
報
活
動
を
実
施 

佐賀地方協力本部ホームページ 
https://www.mod.go.jp/pco/saga/ 

神埼市定期総会冒頭の松本市長 

第２部防衛講演会の様子 

家族会会員宅に広報誌を配布 

艦上で吹奏する有田工業高校の学生達 

有田工業高校の吹奏を楽しむ様子 

説明会で勤務内容や経験談を語る津野士長 



 





 




